
豊かな感性を育む理科の学習

一第4学年「水のすがたとゆくえ」の実践を中心に-

秋　山　　　哲

1　はじめに

科学技術の進歩が著しく,変化の激しい社会にあって知識の耐用年数が極端に短くなった今日,

知識注入の学習では将来役に立つ能力は育たない。これからの社会に役に立つのは,自分でとら

えた問題を,自分で解決していく能力である。そして,その能力を育てていくためには,主体的

に問題を解決していく体験を子どもたちがたくさん積むことが大切であるといえる。それは,子

どもたち自身が課題を見つけ,問題解決に向けて追求していくための活動であり,子ども自身が,

自分の力で,行ったものでなくてはならない。これらの経験こそが,当たり前と考えていた自然

の事象や現象に疑問を持つ感性を育てると考えるからである。さらには,疑問から課題を見つけ,

それを解決するために,自分なりの論理を構築し,自分なりの実証方法を考える際の,重要な手

がかりと考えるからである。

本校においては,理科の学習における理想的な児童の姿を,児童自らが自然事象に刺激を受け,

その中から学習課題を見つけ過去の経験に照らし,既得の知識・技能を駆使し,課題の解決に向

けて工夫する姿と考え,授業研究を行っている。昨年度は,観察の視点を明確にすることで,こ

れまで気づかなかった紳かな部分にまで子どもたちが目を向け,疑問を明らかにできるよう実践

を行ってきた。本年度は,子どもたち各々の疑問を解決できる場として,課題別の学習を取り入

れた実践を行うことにした。子どもたち一人一人の興味を学習活動に生かしていくのに通してい

ると感じたからである。そして,そのことは,子どもたちの追求の意欲も高めることになると考

えたからである。

2　豊かな感性を育む理科の授業

普段の生活で当たり前として考え,見過ごしている,日常の自然現象の中にいかに疑問を感じ,

これまでに経験した事実・現象をいかに課題に結びつけ解決の糸口となしうるか,また,既得の

知識・技能をいかに活用して仮説を検証していくか,そして,いかに厳密にその方法を考えるか

が,理科で育むべき感性であると考えられる。言い換えれば,子どもたちが,自らの枠組みと興

味・関心とにより構成した,正誤は別とした科学としての知識を,自らの力で,教師の意図する

科学の知識に組み替えていくことができるかであるといえよう。子どもたちが生活の中で得た知

識の誤っている部分をいかに刺激し,子どもたち自身がそれを科学的知識に組み替えていく力を

育むことが,教師の支援であり,助言であると考える。

生活経験のちがった子どもたちが,多様な考え方をすることは自明のことである。その生活経

験のちがう子ども一人一人が,より主体的に活動し,自らの論理を構築していくためには,めい

めいの興味を生かした学習活動の場を保障しなくてはいけない。主体的な問題解決活動が成り立

つということは,子ども自身が,自分が兄いだした問題,自分が設定した予想,自分が考え出し

た観察・実験の方法,というように,全ての活動において「自分が」という意識を持つことであ

る。子どもの対象への願いや期待が思い通りに実現しなかったり,既有するイメージや知識など

と目前の事象との間にずれが生じたりしたときに,子どもは問題意識を持つといえる。一般に,

子どもが既有する自然事象に対する願いや期待,イメージ,知識などは一人一人異なっているこ

とが多く,同一の事象に接しても,子どもの意識する問題あるいは目標も異なる場合が多い。ま
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た,同一の問題あるいは目標を意識した場合でも,その解決方法は子どもによって異なることも

多々ある。しかし,子どもが設定する問題や考え出す解決方法は,類型化できるものであり,問

題別,解決方法別のグループにより問題解決学習を行うことも一つの有効な方法と考えた。そこ

で,次のような授業仮説を立て,課題別の学習による実践を行った。

授業仮説

それぞれの課題を自分の計画に合わせて追求していくならば, 意欲的に実験に取 り組み, 次

に自分なりに調べてみたいことを見つけることができるであろう。

3　実践事例

(1)子どもたちが主体的に活動できる理科室づくり

子どもたちが問題解決の方法を考え,実験する際,その方法を考える糸口となる物に,実験器

具がある。そして,子どもたちが,多様な考えを実現するためにもそれらが自由に使える環境は

必要である。しかし,中学年の時期においては,自ら抱いた疑問を,解決していく方法を十分に

考え出すには,まだ経験が不足していると考えられる。しかも,理科室にある多くの実験器具に

ついての知識はほとんどないと言ってよい。したがって,たくさんの実験器具を使う4年生の

「水のすがたとゆくえ」の単元において,あらかじめ理科室のようすを知ることは,主体的に子ど

もたちが実験を行っていく上で不可欠なことであるといえる。そこで,次に示すような「理科室

マップ」を作成し,子どもたち一人一人に配ることにした。また,表示の文字も,可能な限り大

きくし,教室の後ろからでも読みとれるようにした。

理科室マップ(資料1)
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子どもたちに「理科室マップ」を示したことは,実験器具への興味をそそる効果だけでなく,自

分がやりたいことを,自分で準備して行えることをねらった。「何を」「どのように」というよう

に,明確な「目標」とそれを実現するための「手段」を持っている子供に意欲が顕在化すると考

えたからである。

(2)子ども一人一人の興味を学習活動に生かすために

①　「おまかせカード」

実験の方法と目的を明確にし,次の課題を子どもたちがつかめるよう,「水のことおまかせカー

ド」に,学習の様子を記入させることとした。(資料1参照)また,自分自身が,子どもたちの学

習状況をつかむ上でも,授業時間内に十分対応できなかった子どもと対話をはかる上でも,役に

立つと考えたからである。4年生の段階で,疑問を学習課題としてまとめていくことは,子ども

たち一人一人にとって容易なことではなく(資料2参照),まして,問題解決のための実験方浜を

自力で考えることは,多くの子どもにとって,難解なことといえよう。そこで,本単元では,子

どもたちの疑問を解決できるような実験を,多様に紹介することで,学習方法を子どもたちの身

につけることを主眼とした。

後述の授業場面での実験方法(資料3参照)は,子どもの力で考えたもの・教師の助言により

考えたもの・教師の示す実験方法から選んだものの3通りを含んでいる。あえて教師の側から実

験方法を提示したのは,同一の課題についても多様な実験方法を示すことが,これからの学習で,

子どもたちの問題解決の方法に幅を持たすことにつながると考えたからである。子どもたちの興

味の最も集まった「あわの正体」を考えるための実験を多様にしたのもそのためである。資料1

「水のことおまかせカード」(本時の授業終了時のもの)
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資料2　みんなで調べよう

4年1組
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②　単元構成(指導計画12時間)

第一次　沸騰する水の立てる音から,水蒸気の正体や,

てる。

することになった。左の表はそのと

きに疑問に思ったことや,調べてみ

たいと子どのたちが思ったことをま

とめたものである。どのようにして

調べたらよいかを考えられる子ども

は少なく,学習の仕方や方法を学習

するという意味からも,本時では,

資料3に示すような実験方法を複数

の教科書にある実験から提示し,選

べるようにした。

水の温度による変化を調べる計画を立

(3時間)

第二次　「水のことおまかせカード」をもとに実験し,結果をまとめ,発表する。

(6時間)本時1/6

(加熱蒸発の実験,自然蒸発の実験,大気中の水蒸気を調べる実験,氷になる様子を調

べる実験など。課題別グループによる活動を中心に行い,一人一人が複数の実験を行

った後話し合いの場を設ける。)

第三次　自然界における水の循環について考える。(雲の発生実験など)(3時間)

(3)授業の実際

①　授業設計の焦点

子どもたちが,問題を持ち,工夫し解決したり,考えたり,判断したり,表現したりするため

には,学習が子どもたちの主体的な問題解決の活動の場にならなければいけないと考える。そこ

で,本単元では,それぞれの子どもたちの持つ課題を,一つに集約して一斉に学習することをや

め,それぞれの課題を自分の計画に合わせて追求していく課題別の授業を設定することにした〇

本時は,計画に沿って,各自が問題を追求していく自由試行の時間である。思ったような結果を

出せない子どももいると考えられるが,友達の方法を取り入れさせたり,教師に解決の糸口を自

ら求めさせたりすることで,問題追求の姿勢を学ばせることができるものと考える。そして,こ

の姿勢を身につけることが,日常の自然の現象や事象に心を止めて考える感性を磨くことにつな

がると考える。

(彰　本時の目標

自分の力で実験を行い,その結果わかったことや次に調べてみたいことを計画用紙に記入できる。

③　準備

アルコールランプ,マッチ,水のことおまかせカード,子どもたちから要求の出た物
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⑤　学習の展開

教師の指導・支援活動 児 童　の　学　習　活　動

1「おまかせカード」を使って本時の課題を

確認するよううながす。

2　器具の準備を原則として子どもたちだけ

でが行える時間を設ける。

・ある場所が高かったり,安全上配慮を要す

るものは,教師が準備する。

・器具を揃えられない子どもが,要求を出せ

るよう机間指導をする。

3　最も関心のある課題を調べることができ

るよう課題別の姓で実験をする。

◎子どもの考えを尊重し,次の課題でも多様

な考えを引き出すために,同じ課題でも別

の方法による実験が行えるようにする

・数字で記録しているものや,図に表してい
るものを賞賛する。

・実験がうまくいかないときは,その原因を

共に考えることで,実験に対する興味を子

どもたちが失わないようにする。

・片付けが終わるまでを実験とする。

4　実験を振り返る時間を設け,結果をまと

めるられるようにする。

◎自分の新発見についてまとめるよう助言す

る。

・実験のうまくいかなかった点を明らかにし

ている子どもは,結果のうまく出たものと

同様に評価する。

◎次の課題の持てた子どもを賞賛する。

・結果に誤りがあった場合,次の時間に教師

が事象の提示をすることで,子どもたちの

新たな課題として解決していけるようにす
る。

1「おまかせカード」を使って,本時の

課題を確認する。

2　「理科室マップ」(資料1参照)を使て)

て自分の力で実験の用意をした。全ての

子どもたちが,準備のために動き回って

いた。また,「実験器具をとってほしい。」

という要求も出せた

3　課題別グループによる実験の様子

実験にはどのグループも意欲的に取り組ん

だ。しかしながら,次に調べたいことの多

くは,他の班の実験をしてみたいというも

のが多かった。

資料3みんなの調べたいこと
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授業の様子



本時の活動の中で,次の課題として発展出来そうなものとして次のようなものがあった。

ロートで水蒸気を集めたグループにおいては,ビニル袋がうまく膨らんだグループとそうでな

いグループ・ロートの中が沸騰しないで,その周辺が盛んに沸騰していたグループ・水蒸気を集

めて膨らんでいたビニル袋が,やがてしぼんだグループなど。フラスコで発生させた水蒸気を試

験管に導いて水の生成を行ったグループでの,アルコールランプを消したあとの水の逆流。水の

量と沸騰までの時間などである。これらを討議する場を設けることが,子どもたちの考えを深め

ることになると考える。

4　成果と今後の課題

授業仮説を元に次のような観点から分析を行った

(1)課題別の学習を取り入れたことで,意欲的に学習に参加することができたか。

①　課題別の学習を取り入れた利点。

・教科書の枠にとらわれず,より多くのことを子どもたちが学ぶことができる。

・子どもたちのやりたい実験ができ,自分のわからないことが解決できる。

・子どもたちにとって,自分を中心にした授業が進む。

・課題別グループを固定しないことで,実験毎に考えの交流を行うことができる。

以上のような事柄だけでなく,一斉授業では必ずしも意欲的に活動しない子どもが,積極的に

実験に参加することができた。また/実験の内容や器具について「このようにしたいのですが」

とか「こんな器具はないですか」などの援助を求める言葉や要求を子どもたちが出すことができ

るなった。

②　「理科室マップ」について

実験道具の準備や片付けが手際よく行えるようになったことに加え,理科室の実験器具を使っ

た多様な実験方法を考えるようになった。

①②のことからも,自分たちが計画した実験方法に即して実験器具を準備し,セットする能力

を育てることはできたように思われる。また,少人数での実験にも対応でき,その分子どもたち

の意欲的活動が見られれた。

(2)自分なりに調べたいことを子どもたちは活動の中で見つけることができたか。

課題別のグループの座席配置を工夫することで,近くの班が,自分たちと同じことを別の方法

で調べる場合など,お互いが見合う場面が見られ,次に調べたいことに発展する場合も見られた。

また,同じ姓であっても,前時までにやった実験は同じでないため,そこから新たな疑問が生ま

れることも見られた。

(3)今後の課題

子どもたちが各自探求していく過程で,実験での器具選択や方法の問題点,また,新事実や現

象について,気づいたり新しい発見をしたりする子どもと,気づかないで見過ごす子どもが出てく

る。2次(特も三本時)においては,「各自が問題を追求していく自由試行の時間」として学習活動

を位置づけて単元構成を行っている。自由試行の中で子どもが体験したことから,新事実や新たな

現象の発見することが不可欠である。そのことが,次の新たな問題の出発点にもなり,自然事象

への感性を高める重要な点でもある。課題別の授業では,活動が多様になる分,子どもたちので

あった諸々の新事実や新たな現象も多岐にわたる。そうした一人一人の疑問をいかに次への課題

に高めていくかが課題別の学習の課題といえる。適切な助言と,子どもたちの気づかない事実に,

どうやって目が向くようにするか,これをうまく行わないと学習に深まりがないなどの難しさもあ

る。また,子どもたちが単元全体の見通しを持って学習を進めないと,学習が長時間にわたる傾

向もあり,単元を等しての教師の意図するところをある程度伝える必要もあるように思われる。
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